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水 報
み ず でっぽう 103No.

お問い合わせ先《施設保全課 　７３－５４８６》

下水汚泥資源を有効利用し、脱炭素化・循環型社会の実現

エネルギーの消費抑制に取り組みます

西部浄化センター焼却設備西部浄化センター焼却設備西部浄化センター焼却設備西部浄化センター焼却設備

・温室効果ガス　
・維持管理費
・温室効果ガス　
・維持管理費
・温室効果ガス　
・維持管理費
・温室効果ガス　
・維持管理費
1年間で維持管理費は 
約1億円の削減効果あり

削減!削減!削減!削減!

老朽化によって運転効率が低下した西部
浄化センターの焼却設備を停止します。
設備停止後には下水汚泥を資源として有
効利用していきます。

　下水汚泥を資源として
有効利用するよう民間事業者に

搬出します。

消費者消費者消費者消費者

下水汚泥
（リサイクル資源）

下水汚泥
（リサイクル資源）

下水汚泥
（リサイクル資源）

下水汚泥
（リサイクル資源）

東部浄化センター東部浄化センター東部浄化センター東部浄化センター

農作物生産者農作物生産者農作物生産者農作物生産者

セメント原料化
事業者
セメントを製造

セメント原料化
事業者
セメントを製造

セメント原料化
事業者
セメントを製造

セメント原料化
事業者
セメントを製造

燃料化事業者
バイオガス発電
燃料化事業者
バイオガス発電
燃料化事業者
バイオガス発電
燃料化事業者
バイオガス発電

肥料化事業者
たい肥を製造
肥料化事業者
たい肥を製造
肥料化事業者
たい肥を製造
肥料化事業者
たい肥を製造
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災害拠点病院や指定避難所（小中学校）で給水活動を行います。

水道水1,700ℓを一度に運べます
1回で566人分！！
(1日1人あたり3ℓ)

水道水1,700ℓを一度に運べます
1回で566人分！！
(1日1人あたり3ℓ)

水道水1,700ℓを一度に運べます
1回で566人分！！
(1日1人あたり3ℓ)

水道水1,700ℓを一度に運べます
1回で566人分！！
(1日1人あたり3ℓ)

車両後部の４つの蛇口から
給水できます
車両後部の４つの蛇口から
給水できます
車両後部の４つの蛇口から
給水できます
車両後部の４つの蛇口から
給水できます

災害に備えて、災害に備えて、災害に備えて、災害に備えて、

加圧式給水車を増車し２台になりました

加圧式給水車でできること 給水タンク

お問い合わせ先《計画調整課 　28－8623》

災害時

給水口

加圧ポンプ
最大20ｍ（地上6～7階）の高さまで水道水を送れます
災害拠点病院などで受水槽への給水が可能です！！
最大20ｍ（地上6～7階）の高さまで水道水を送れます
災害拠点病院などで受水槽への給水が可能です！！
最大20ｍ（地上6～7階）の高さまで水道水を送れます
災害拠点病院などで受水槽への給水が可能です！！
最大20ｍ（地上6～7階）の高さまで水道水を送れます
災害拠点病院などで受水槽への給水が可能です！！
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お問い合わせ先　《施設保全課（佐千原浄水場）　７１－４１７５》

お問い合わせ先　《施設保全課（東部浄化センター） 　７3－5486》

お問い合わせ先　《下水道整備課 　28－8627》

施設見学にいこう！～知らない世界をのぞいてみよう～

佐千原浄水場の施設見学

東部浄化センターの施設見学

佐千原浄水場のポンプ室佐千原浄水場のポンプ室佐千原浄水場のポンプ室佐千原浄水場のポンプ室

※10人以上のグループで受付けています。※10人以上のグループで受付けています。※10人以上のグループで受付けています。※10人以上のグループで受付けています。

※10人以上のグループで受付けています。※10人以上のグループで受付けています。※10人以上のグループで受付けています。※10人以上のグループで受付けています。
浄化センターの見学の様子浄化センターの見学の様子浄化センターの見学の様子浄化センターの見学の様子

雨水貯留管内部の見学の様子（令和４年９月）雨水貯留管内部の見学の様子（令和４年９月）雨水貯留管内部の見学の様子（令和４年９月）雨水貯留管内部の見学の様子（令和４年９月）

　水道施設である佐千原浄水場では
ポンプ棟が完成し、市内へ水道水を
送る最新のポンプ設備を間近で見る
ことができます。
　また、管理棟中央監視室では最新
の監視設備で市内の配水状況なども
見学できます。

雨水貯留管工事の現場見学

　梅ヶ枝公園を起点とした雨水貯留管
工事の現場見学会を開催します。
　詳細については、水de報や一宮市の
広報、ウェブページ等でご案内します
ので、乞うご期待！！

見学
できます
見学
できます
見学
できます
見学
できます

リニューアルしたよ！

クマムシって見たことある？

　下水道施設である東部浄化センタ
ーでは、みなさんが使った水をきれ
いにし、河川へ放流するまでの施設
見学をすることができます。
　施設見学では顕微鏡を使って、汚
れをきれいにする微生物を見ること
ができます。

好評につき
　再び！
好評につき
　再び！
好評につき
　再び！
好評につき
　再び！

ここが雨水の通り道！？ 

地下12ｍの世界へようこそ！
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上下水道事業の
目標が新しく
なりました！

水道事業の基本理念
「命の水を未来へ引き継ぐ一宮の水道」

令和５年３月改定
【計画期間 令和５年度～令和１４年度】

水道サービスの「持続」

「安全」な水道

～いつまでもお客様の近くにあり続ける水道～

～いつ飲んでも安全な信頼される水道～

基本方針①

基本方針② 「強靭」な水道

水道基幹管路の耐震化率
令和3年度

30.9％ → 40.7％
令和14年度目標

～災害に強く、たくましい水道～

基本方針③

　上下水道部では、水道・下水道事業が
健全で安定的な運営を継続
していくための計画
  「一宮市上下水道事業経営戦略」
を改定しました。各事業が目指す将来像
（基本理念）と、３つの基本方針に沿った
取組・目標を定めています。

▶取水施設の統廃合を行
い、施設の更新費用を削
減します。

▶高度な水質管理で、
安全な水道水をお届けします。

▶水道施設の耐震化を進めます。

▶災害時を想定した訓練を充実させて、
危機管理体制を強化します。

▶民間ノウハウを活用
し、浄水場の運転管理
費用などを削減します。

安全な水道水を
どんなときも、
いつまでも、
飲めるように
してほしい。

JWWA－GLP149
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下水道事業の基本理念
「いつまでも守り続ける循環のみち一宮の下水道」

「環境を守る」下水道
～まちも川もきれいにする下水道～

基本方針①

「生活を守る」下水道
～災害に立ち向かう下水道～

下水道を
「いつまでも守る」

～次世代まで続く下水道～

単独公共下水道（市が管理する処理場） 県流域下水道（県が管理する処理場）

西部浄化センター昭和39年処理開始 日光川上流浄化センター

東部浄化センター昭和35年処理開始 五条川右岸浄化センター

統合

市ウェブページ（右記二次元コード）からご覧いただけます。
・本庁舎１０階・経営総務課
・資料コーナー(本庁舎１階・
  尾西庁舎１階・木曽川庁舎１階）
  でもご覧いただけます。

基本方針②

基本方針③

一宮市上下水道事業経営戦略はこちらでご覧いただけます

▶下水道未普及地区の整備を
進めて河川、海の環境を守ります。

▶雨水貯留管を整備して水害に強いまちを目指します。

▶単独公共下水道を県流域下
水道へ統合することで処理場施
設※の更新費用を削減します。

※統合後の東部・西部浄化センターは雨天時

の下水処理施設として引き続き稼働します。

▶下水道管の更新により
地震に強いまちを目指します。

老朽化した下水道管　 　 →　　　更新後の下水道管

まちを、
自然を、
いつまでも
守ってほしい。

下水道の整備率（整備済み面積÷整備計画面積）

令和3年度

89.2％  → 93.0％
令和14年度目標

１０２８５５６ID

お問い合わせ先《経営総務課 　８５－７６９１》
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6 ★財源確保のため有料広告を掲載しています。広告の内容に関するお問い合わせは直接広告主へお願いします。

窓口販売のお知らせ 6月1日（木）から販売

おりひめおりひめ
木曽川の伏流水木曽川の伏流水

木曽川が織りなす水

1本　500ml　   100円（税込）　1箱　24本入   2,400円（税込）

1箱　24本入   2,400円（税込）

※住所、氏名、電話番号、箱数をご記入ください。
※箱での販売は、3種類のラベルを詰め合わせて販売します。
※在庫が無くなり次第終了します。

・本庁舎10階営業課・i-ビル1階観光案内所・ツインアーチ138 
・シルバー本町ふれあい広場・尾西商工会・木曽川商工会

令和5年7月3日(月)から 8月31日(木)まで  (平日の午前9時～午後5時）

①電　　話：85-7094　　②ファクス：73-9252　
③市公式ウェブサイト（右記二次元コード）からの電子申請

販売場所

配送期間

令和5年6月1日（木）から8月10日（木）まで受付期間

申込方法

災害用飲料水の
備蓄をしましょう

製造から
5年間の
保存期間

配送料無料による販売も受付けます

一宮市内・平日限定でご自宅まで上下水道部職員がお届けします

お問い合わせ先《営業課 　85－7094》
１０１４７９７ID


